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いる。教員は、学生が実習において学習に専念できるよ  

う、さまざまな準備をしなければならない。準備は学習  

環境に関するものと、実習内容に関するものと大きくは  

2つに分けられるだろう。   

学習環境に関するものは実習要項の作成、施設や他校  

との調整などであり、実習内容に関するものは実習記録  

様式の作成などである。学習環境に関する準備の目的は、  

学生が実習に入る段階で混乱しないようにすること、ま  

た、学生が学習環境について知ることで実習をイメージ  

しやすくなり、実習にスムーズに入っていけるようにす  

ることである。   

一方、記録様式の作成は実習内容に関わる準備である。  

そのため、どのような記録様式を用いて実習を行ってい  

くかを看護学科専任教員（以下、教員とする）全員で、  

検討することになった。5月11日の看護学科専任教員会  

はじめに  

看護教育において、臨地実習は不可欠である。実習は  

講義と技術演習を統合するのみならず、実践的判断を培  

うものである1）。看護教員共通の課題は、臨地実習で学  

生に効果的な学びの機会を提供するにはどうしたらよい  

か、という点だろう。   

平成10年4月1日、九州看護福祉大学が関学した。本  

学の看護福祉学部看護学科は平成11年から臨地実習（平  

成11年に基礎看護実習。及び老年。小児看護実習、平成  

12年には各領域の実習）が開始される（表1）。そこで  

関学と同時に、臨地実習に関するあらゆる準備を進める  

必要があった。   

本学看護学科は4年制大学として、看護専門職にふさ  

わしい見識と能力をもつ人材を育てることが期待されて  

竃九州看護福祉大学  KyushuUniversityofNursingandSocialWelfare  
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表1九州看護福祉大学臨地実習計画  

平  
成  

四  
年  

老年看護実習Ⅰ  
度   

小児看護実習Ⅰ  

5／15～7／21  成人看護実習  
Ⅰ。Ⅱ。Ⅲ  

平  老年看護実習Ⅱ  
小児看護実習Ⅱ  

成  母性看護実習  
精神看護実習  

10／9～12／15  成人看護実習  
年  1・‖・m  

老年看護実習Ⅱ  
度  小児看護実習Ⅱ  

母性看護実習  

精神看護実習   

平  地域看護実習   
成  Ⅰ。Ⅱ   
13  

年  
度   

議において、実習記録は実習で目標を達成するために重  

要な位置を占めるという共通認識を得られ、以降、「看  

護実習記録会議」（以下「記録会議」と略す）として継  

続することになった。   

このような記録の検討は、基礎看護実習をどのように  

位置づけるのか教員間で共通認識を持っこと、および、  

内容の充実を図り、学生の効果的な学習に結びつけるこ  

とにつながる。基礎看護実習は、基礎看護学の担当教員  

だけでなく各領域の教員及び実習助手も指導にあたる。  

教員の今までの職歴は、新設校ということから教育機関  

（大学・短大。専門学校）。病院など様々であり、各教  

員の教育背景も様々である。そのためそれぞれが自らの  

経験から実習をイメージすると、本学が計画している実  

習とは若干の違いがでると考えられる。さらに各教員が  

今までの経験のみに頼った指導をすれば、本学の実習目  

標に沿った指導が困難になり、指導の統一性を欠くため  

に学生が混乱して効果的な学習にむすびつきにくくなる  

のではないかという懸念も持たれる。以上のことから、  

教員間で本学のカリキュラムの中における基礎看護実習  

の目標、位置づけについて共通認識を持つ必要性は高く、  

また個々の教員の強い要望もあった。教員間で基礎看護  

実習についての意見交換をすることで、全教貞の考えが  

完全に一致するわけではないが、共通認識を持つための  

話し合いをすることそれ自体に意義があり、さらには担  

当教員による指導内容のくい違いが少なくなるのではな  

いかと思われた。   

今回の実習記録様式作成の経過を文献等と照らし合わ  

せながら、看護教育において実習記録が果たす役割はど  

のようなものか、実習記録はどのような位置づけから看  

護教育に寄与できるのか、考察を試みたのでここに報告  

する。  

宣．研究方法   

1．研究デザイン  

実態探求型の質的研究、記述的なデザイン  

2¶ データ収集の方法  

1）研究対象：看護実習。看護記録に関する文献25冊、   

本学実習記録会議録、看護実習記録（8校分）   

2）期間：平成10年5月20日～11月30日   

3）具体的な方法や手順：文献検討   

記録係による会議18回。総時間数27時間05分   

看護学科専任教員による記録会議8回。総時間数12   
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校ほ実習で受持患者制をとり、目標として「疾患を持つ  

患者の理解と援助」をあげているという点では共通して  

いるが、実習で学生に重点的に学んで欲しいことは若干  

異なり、記録様式にその特徴がみられる。そのため本学  

でも、理念や基礎看護実習目標に沿った実習記録様式を  

作成し、臨地実習での学習効果を高める必要があった。   

本学看護学科は学生に理解させるべき主要概念を5つ  

あげている。それは、「生活者（本質対象）」「生活環境  

（周縁対象）」「健康（基本目標）」「援助（実践理解）」  

「自立（最終目標）」である。看護学科ではこれらの概  

念にもとづいた教育を行うことを理念とし、特に臨地実  

習では全人的援助をすることを基本原則としている。そ  

のため、学生が実習記録を書くことによって、5つの概  

念について考えたり理解できるようになることが望まし  

い。   

我々はこれら5つの概念を理解するために以下の種類  

の様式を考えた。   

「生活者」及び「生活環境」を理解するには受持患者  

の背景を知る必要があるので、患者プロフィールの記録  

様式を作成した。次に、「健康」及び「援助」の概念を  

理解するために、患者データベース（何らかの概念枠組  

みに沿っての情報収集）、看護過程アセスメント、経過  

衰（バイタルサインや検査データ、治療に関するもの）  

を作成した。また、生活者の「自立」を目標として、看  

護計画を患者と共に立てる様式が必要と考えた。   

しかし5つの様式の記録のみでは、学生の学習が受持  

患者のみに偏りがちになると思われた。そのため、受持  

以外の患者の観察や看護の実施による学び、看護者をは  

じめとする多くの医療スタッフからの学びなども記録と  

して残せる「実習日誌」を作成し、実習内容の充実を  

図った。さらに、学生が実施した援助を踏まえた上で翌  

日の受持患者の計画を立てると、毎日の行動を「計画→  

実施→評価→（足りない部分の）情報収集→アセスメン  

ト→計画」と一連の看護過程に沿って考えられる。基礎  

看護実習Ⅱでは実習目標の一つに「看護過程の実践」が  

あり、基礎看護実習Ⅰで「実習日誌」を書くと基礎看護  

実習の導入になり、その上、目標も達成しやすくなると  

思われる。そこで6番目の様式として実習日誌も加えた。   

さらに、学生と受持患者の関係を、相互の言動を振り  

返り評価する7番目の様式として「プロセスレコード」  

を取り入れた。近年の学生の傾向として、コミュニケー  

ションを使っての関係構築と継続が苦手な学生もおり、  

看護専門職者に必要なコミュニケーション技術を意識的  

に学習することが重要だと思われる。また、基礎看護実  

時間29分   

記録会議は、記録係（谷口。柴田）が記録様式案を作  

成。提示し、教員で検討するという方法ですすめた。こ  

こでは、教員が様々な経験をもとに意見を出し、結果と  

して記録について、多角的な検討ができたと思われる。  

凱 結果及び考察   

1．基礎看護実習の記録様式   

基礎看護実習での記録様式は7種類作成したので、そ  

れらの様式が必要だった理由を述べてみたい。   

事前調査として教員の前任校の実習記録、実習につい  

て書かれた書籍を収集し、その目的と内容について見て  

みた。実習記録の種類。数は学校により遠いがあるが、  

様式は5～8種類のところが多いようだった。内容は、  

大まかに分けると以下の①～⑤に分類される。  

（D 患者情報   

a．受持患者の背景、b．病態生理、C．情報関連図  

② 受持患者の治療や検査データ。経過  

③ 受持患者のアセスメントおよび看護計画  

④ プロセスレコード（書かない学校もある）  

（9 実習計画と振り返り   

a．実習計画、b．実習日誌   

これら①～⑤の組み合わせ方は様々で、記録様式の使  

い方から各校の指導方針もうかがえた。A校では①a、  

①b、①c、②、③、⑤（aとbを1様式でまとめる）  

の6様式を使用する、B校では（D（aとbを1様式でま  

とめる。Cは書かない）、②、③、④、⑤（aとbを1  

様式でまとめる）の5様式を使用する、C校では①（a  

～Cを1様式でまとめる）、②、③、④、⑤a、⑤bの  

6様式を使用するなど学校によって異なっていた。例え  

ば、実習で受持患者の疾患を重点的に学ぶことを目的と  

している場合は、A校のように「①患者情報」の「a．  

受持患者の背景」「b．病態生理」「C．情報関連図」を  

それぞれ別様式にし、詳しく記入して、「④プロセスレ  

コード」は使用しない、という具合になる。特定の看護  

理論家の概念枠組みを学習することを目指しているとこ  

ろは「①患者情報」において、その看護理論家の概念枠  

組みに沿った情報収集様式を使用するだろう。学生が自  

らの行動を振り返り反省できるように、また、その後の  

行動について計画が立てられるようにということを目的  

にしている場合は、C校のように「⑤実習計画と振り返  

り」で「a．実習計画」「b．実習日誌」を別様式にし  

て綿密に記入するようになると思われる。はとんどの学  
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習では実習目標の中に「一人ひとりの患者とのコミュニ  

ケーションを通して、患者の感情や思考過程を知る」と  

いう項目があり、目標達成のためにも、プロセスレコー  

ドを活用して学生と患者の言動を振り返ることは有用だ  

と考えた。   

以上7つの様式をまとめると次のようになる。  

① 基礎データ：本学独自の基礎データ項目にもとづい   

て受持患者の生活及び病態生理についての情報を集め   

る。A3用紙（図1）。  

② 患者情報：学生が基礎データをもとに自由にまとめ   

る。A3用紙（図2）。  

③ 経過表：受持患者のバイタルサインや検査データ、   

治療に関する情報を受持期間中継続して記入する。A   

4用紙（図3）。  

④ 看護過程アセスメント：看護診断を用いて受持患者   

の看護過程を展開する。A3用紙（図4）。  

⑤ 看護計画表：受持患者と一緒に、問題。目標。計画  

。評価目を記入する。A4用紙（図5）。  

⑥ 実習日誌：実習目標。援助計画を立て、評価。考察   

を行う。A3用紙（図6）。  

⑦ プロセスレコード：学生にとって印象的だった場面   

の状況と、患者。学生の言動の振り返りを行う。A3   

用紙（図7）。   

これらの記録の他に毎日、実習グループ毎に1枚、カ  

ンファレンスの記録も残していく。  

ドンの概念枠組みに沿った情報収集用紙（3案）、およ  

び患者プロフィールを様式案として作成し、会議で提案  

した。これら3案を出した理由を以下に述べてみたい。   

まずヘンダーソン2）は、今から約40年前の1960年に  

「看護の基本となるもの」の初版を出しており、この中  

で「この小冊子は看護を一般的にあつかっており、した  

がってどのような患者のケアにも適用しうるものである  

から、基本的な看護活動に言及しているにすぎない」と  

述べ、基本的ニードを14の概念枠組みで示した（表2）。  

基本的ニードは一般的。基本的とされており、基礎看護  

実習を行う学生に、比較的親しみやすい内容だと思われ  

る。看護の基本的な視点を学ぶには、14の基本的ニード  

の概念枠組みに沿って基礎データを収集することが有効  

であると考え第1案とした。   

次に、ドロセアE．オレム3）は1979年に「オレム看護  

論一着護実践における基本概念」の初版を出している。  

オレムはセルフケアを人間のニードとして説明した。オ  

レム看護論の中の「普遍的セルフケア要件の充足に影響  

を及ぼす障害物とその他の要因」4）は、大きくは7つの  

要因に分けられている（表3）。看護学科は生活者を看  

護の対象とし、生活者の自立を最終かつ最高の目標とし  

ている。この理念はオレムの看護理論と重なる部分が大  

きいと考えられる。そこでオレムの概念枠組みに沿った  

情報収集をすることは、理念を学ぶ上でも有意義である  

と判断し第2案とした。   

最後に、マージョリー。ゴードン5）は「あらゆる場で、  

あらゆる年齢層に役立つアセスメントのフォーマット  

を」また「そのフォーマットは患者へのホリスティック  

なアプローチを促進するものでなくてはならない」とい  

う考えのもとに機能面から見た健康パターンを11に分類  

している。本学は患者への全人的援助を基本原則として  

おり、ゴードンの概念枠組みを使用することは全人的援  

助の学習に役立っと考えた。   

これら3案は、学校や病院で活用されている情報収集  

の一般的な概念枠組みであるが、記録会議で検討した結  

果、本学独自の情報収集様式を作成することになった。  

その主な理由は2つである。第1は「既成の概念枠組み  

を使用すれば、学生はどうしてもその看護理論にとらわ  

れてしまう。学生がそれぞれの看護理論の良い点と悪い  

点を学習し、理論を活用する方法を知ると良い」という  

もの、第2に「学生の自由な発想、着眼を大切にし、そ  

の能力を伸ばすためには既成の理論を使用しないはうが  

よい」というものである。これらの意見は、学生の自由  

な発想を重視した教育を行いたい、本学の教育理念を実   

2．実習記録作成の経緯とそれぞれの記録の役割   

ここでは、①から（∋の記録が決定される経緯を振り返  

り、それぞれの記録の持っ役割を明らかにしていきたい。   

まず「①基礎データ」「②患者情報」は、学生が記入  

しながら情報を振り返り、整理し、客観的な視点を身に  

つけていくことを目的とした記録様式として使用される。  

多くの学校。病院では、看護理論の概念枠組みをもとに  

して患者の情報を収集している。そこで、どのような看  

護理論が用いられているかという予備調査を行った結果、  

情報収集の概念枠組みは、ゴードン、ヘンダーソン、オ  

レム、ロイ、学校や病院が独自に作成したものなど様々  

であった。ただし、病院の管理上必要な情報（住所や保  

険区分等）、疾患に関する情報（既往歴、現病歴、主訴  

等）は患者プロフィールなどの名称で別様式に記入され  

ていた。   

このことから我々は本学の基礎看護実習目標を達成す  

るために必要な情報収集様式を検討し、作成する必要性  

を再認識した。記録係は、ヘンダーソン、オレム、ゴー  
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衰2 基本的ニード（ヴァージニア 。ヘンクーソン）  

① 患者の呼吸を助ける  

② 患者の飲食を助ける  

③ 患者の排泄を助ける  

④ 歩行時および坐位、臥位に際して患者が望ましい姿勢を保持するよう援助する。   

また患者がひとつの体位からほかの体位へとからだを動かすのを助ける  

⑤ 患者の休息と安眠を助ける  

⑥ 患者が衣類を選択し、脱いだり着たりするのを援助する  

⑦ 患者が体温を正常範囲内に保つよう援助する  

⑧ 患者が身体を清潔に保ち、身だしなみよく、また皮膚を保護するよう援助する  

⑨ 患者が環境の危険を避けるよう援助する。  

また感染や暴行など患者に由来する危険の可能性から他人をまもる  

⑩ 患者が他人に意思伝達ができ、自分の欲求や気持ちを表現できるように援助する  

⑪ 患者が自分の宗教にもとづいた生活ができ、自分の善悪の概念にしたがえるように援助する  

⑫ 患者の仕事あるいは生産的職業を助ける  

⑩ 患者のリクリエーション活動を援助する  

⑭ 患者の学習を助ける  

表3 普遍的セルフケア要件の充足に影響を及ぼす  

障害物とその他の要因（ドロセアE．オレム）  際の教育の場で実現させたいという思いによるもので  

あった。   

しかし、本学独自の情報収集様式を作成しても、様式  

に沿った情報収集を行えば、その様式にとらわれてしま  

う可能性がある。そのため、情報収集項目を何も示さず  

に、「どのような情報をとればよいか」という判断を行  

うことから学生に考えさせてはどうかという意見も出さ  

れた。だが、基礎看護実習という段階で学生にそこまで  

求めるべきでないという意見も多かった。記録会議では  

「情報収集の枠組みを示さず、学生にのびのびと自由な  

発想で患者についてまとめてもらいたい」その一方で  

「どのような情報を集めると患者の全体像が見えてくる  

か、その基本的な項目は示しておくほうがよい」という  

相反する意見をどうしたらよいかという検討が重ねられ  

た。そして解決策として、教員が本学独自の基礎データ  

項目を作成し、学生はそれを元に収集した情報の中から  

受持患者に必要だと思われる情報を選択し、様式②に整  

理し、患者の全体像を描き出すという方法をとることに  

した。様式②は白紙なので、そのまとめ方は様々なもの  

になると推測される。例えば情報をクラスタリング（関  

連している情報を集めたかたまり）にする方法、情報関  

連図（複数の情報を、矢印や直線でつないだり枠どりし  

たりして、状態。事柄がお互いに影響を及ぼしあってい  

ることを示す）のようにまとめる方法、箇条書きにする  

方法など、個々の学生は、収集した情報をいかに表現す   

① 適量の空気摂取の維持  

② 適量の水分と食物摂取の維持  

③ 排泄過程と排泄物に関するケアの提供  

④ 活動と休息のバランスの維持  

⑤ 孤独と社会的相互作用のバランスの維持  

⑥ 生命、機能、安寧に対する危険の予防  

⑦ 正常性の増進  

表4 機能面から見た健康パターン  

（マージョリ岬ゴード ン）  

① 健康知覚【健康管理パターン  

② 栄養一代謝パターン  

（診 排泄パターン  

④ 活動∵運動パターン  

⑤ 睡眠一休息パターン  

⑥ 認知一知覚パターン  

⑦ 自己知覚一自己概念パターン  

⑧ 役割一関係パターン  

⑨ 性【生殖パターン  

⑩ コービングーストレス耐性パターン  

⑪ 価値一信念パターン  
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るかということを考えなければならない。教員は、様式  

②に記録された内容から、患者に関する情報の把握状況  

や、学生が患者の全体像についてどの程度理解している  

かを判断しなければならない。そのため、教員の指導も  

個々の学生にあったものになるよう工夫が必要になる。  

学生が様式②を使って自分で考え、自由にまとめていけ  

るようになれば、基本原則である「患者の全人的援助」  

を学ぶことにも通じ、臨地実習での成果も上がると思わ  

れる。   

次に「基礎データ」の内容検討では、前述した3案は  

一般的な概念枠組みであり、学生に学習してもらいたい  

内容なので、これらをベースに項目を作成した（図1）。  

疾患に関連した情報は、①～⑫項目とは別枠で記入する  

が、①～⑫項目との結びつきの強さによっては項目内の  

情報として記録できる。また、保険区分は必要な情報で  

はあるが、患者の職業や経済面といった社会的側面から  

保険について考えさせていく方がよいと思われたので、  

ここには記入しないことにした。   

項目の番号については、生命の維持に重要な影響を及  

ぼすものから若い番号をっけ、身体的、社会的、精神的  

側面から患者の情報を収集し、全人的な把握ができるよ  

うに配慮した。12項目の名称については、ヘンダーソン  

。オレム。ゴードンの概念枠組みのいずれかの中にある  

項目名に近いものが多いが、「環境に関する項目」のみ  

は、看護学科の主要概念の→つである「生活対象（周縁  

対象）」について考えるために独自に作成したものであ  

る。   

「複数の項目に関連している情報」は、学生がどの分  

類にいれるべきか判断に迷うこともあると思われる。例  

えば、アレルギーという情報を「アレルギーは環境によ  

りひきおこされるので『⑨環境に関する項目』ではない  

か」「しかし食物によってひきおこされるものは『④食  

に関する項目』だろう」「薬に対するアレルギーもあり、  

治療に関するものとして最後の欄に入れるべきだ」と  

いった具合である。そこで（情報は最終的に「患者情  

報」（様式②）にまとめるので）学生が「基礎データ」  

を使って情報収集する段階で情報をどの項目に入れるか  

悩むことがないように、学生の判断でどの項目に記入す  

るかを決め、必要に応じて重複して記入するのは構わな  

いとした。また、分類しづらい情報でも書き残しやすい  

ように、各項目の最後には「その他」の情報の欄を設け  

た。   

「③経過表」は一般に温度表、経過表などの名称で用  

いられており、学校。病院のほとんどで使用されている。  

経過表はグラフになっているので、患者の経過がつかみ  

やすい。学生は経過記録を書き、バイタルサイン、検査  

データ、食事形態、排便状態などの情報が臨床でどのよ  

うに簡潔に書かれ伝達されているのか学び、情報の伝達  

。共有について考えることになる。また、それらの経過  

を追うことで、患者の変化とそれに応じた看護について  

考え、学習をしていく。   

4つめの様式として、「④看護過程アセスメント」が  

ある。基礎看護実習Ⅱでは、目標の一つに「患者に対し  

て看護過程を実践する」を挙げている。看護過程とは、  

看護を行う上で問題解決型の思考過程を用いて実践を行  

うものである。そのため一連の過程を実際に受持患者で  

たどることは臨地実習ならではの経験で、学内での事例  

や模擬患者で看護過程を行っても、実際の体験を記録に  

残すことは比べものにならない程の学習効果を期待でき  

る。看護過程をたどれるような記録様式にすることで学  

生が看護過程に沿った思考の流れを繰り返し練習できる  

ようにした（基礎看護実習Ⅰの実習目標には看護過程の  

実践は含まれていない。そのため本様式は基礎看護実習  

Ⅰでは使用せず、基礎看護実習Ⅱで用いる）。   

5つめの記録用紙として「⑤看護計画表」がある。こ  

れは看護学科で理解させるべき5つの主要概念のうち、  

「自立」を学習するために必要な様式だと考えられる。  

学生は患者とともに看護計画を立案し、評価を行う。今  

までの看護計画は、患者に開示することなく立案されて  

きたことが多い。近年、インフォームド。コンセントの  

必要性が高まり、患者としても医療者の説明を聞き、納  

得をした上で同意したいという要望も増えつつある。ま  

た、患者が納得していれば、疾患や医療行為の受け入れ  

も良くなり、新たな闘病意欲を引き出すことも可能にな  

ると思われる。このような考え方から、学生の暗から患  

者と共に看護計画を立案するという経験ができれば、  

「患者の自立を援助する」という視点も身につきやすい  

のではないかと思われる。もちろん、この看護計画の立  

案は、患者に説明をした上で「必要ない」という回答で  

あれば行われない。臨床指導者等の意見を十分聞き検討  

した結果、患者の看護計画立案の参加が効果的だと判断  

された場合のみに行われる。この様式を使用すれば、学  

生は患者に情報をいかにわかりやすく説明するかという  

工夫をしたり、患者と共に考える必要性を認識するであ  

ろう。さらに、望ましいインフォームド。コンセントの  

あり方、さらには医療のあり方も考える機会になると思  

われる。   

「⑥実習日誌」は、実習前日に「実習目標」「援助計   

」40－  
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らに深められる。さらに記録は臨床指導者、教員、他の  

学生といった第三者が読むものでもある。学生が一人で  

実践を振り返ると偏った判断になる場合もあるが、第三  

者が学生の捉えた情報を違う側面から考えるように助言  

したり、学生とは違う判断を示したりすれば、学生は新  

たな視点から実践を振り返ることになる。そして学生は  

自分の記録が第三者にどのように読み取られ、判断され  

たかを知ることにもなる。このような学習を繰り返すこ  

とで客観的な視点が養われる。   

では次に、実習記録の様式を整えることの、臨地実習  

における学習効果について述べてみたい。学生は様式に  

沿って記録をしながら効率的に臨地実習内容を学習でき  

るので、実習目標を達成しやすくなる。基礎看護実習は、  

多くの学生にとって初めて医療現場で看護を体験する学  

習の場である。そのため実習記録を学生の発達段階及び  

実習目標に沿った様式にすることで、より効果的な実習  

が期待でき、目標達成に近づくことができると思われる。  

これについて基礎看護実習の情報収集様式を選ぶ経過か  

ら考えてみたい。   

基礎看護実習でどのような情事副文集様式を作成すれば  

よいか検討をするためには、実習目標とともに、初めて  

臨地実習に出る学生の知識。技術レベルを考慮する必要  

がある。学生は実際の患者を目の前にして何をすればよ  

いかわからないまま立ちすくんでしまうことがある。学  

生はどう行動したらよいかわからない初尤、者なのである。  

ベナーは、「初心者は、状況についての経験がないので、  

そこでどのようにふるまうことが期待されているかわか  

らない。このような状況に参加し、必要な技術をみがい  

て経験をつむために、客観的で測定可能な患者のパラ  

メーター（体重。摂取量と排泄量。体温。血圧。脈拍そ  

の他）といった状況についての経験がなくともわかる課  

題について指導を受ける9）」と述べているように、この  

ような状況では、情報は学生にとって、患者を理解する  

ための手がかりであり、一方で患者と接するための大き  

な手がかりともなる。このようなときは、学生が客観的  

な情報－バイタルサイン（体温。脈拍。呼吸数。血圧  

など）の測定、看護記録やカルテの調査－を得て、そ  

れを手がかりに患者と接することから実習は始まる。そ  

のため、情事馴文集は実習において重要な位置を占め、か  

つ基礎看護実習で最初に実際に使った概念枠組みが学生  

の思考の基本になると思われる。したがって、どの概念  

枠組みで情持収集するかはその後の専門領域の実習にも  

関わってくる大きな問題であり、慎重に決める必要が  

あった。また、概念枠組みに沿って具体的な情報項目  

画」「具体的な援助計画。理由」「準備」を記入し、実習  

終了後に「実施（結果。考察を含む）」「考察」「1日の  

看護の評価。考察」を記入する。また「指導者の意見」  

を記入する欄も設けている。基礎看護実習Ⅰでは、援助  

計画立案時に、目標と援助理由を学生に再確認してもら  

いたいと思い、この様式を採用した。基礎看護実習Ⅱで  

は、看護診断にもとづいた看護計画を書くようにし、  

「看護過程アセスメント用紙」と「実習日誌」を両方  

使って看護過程を展開する。   

最後に「⑦プロセスレコード」は前述した通り、看護  

専門職者に必要なコミュニケーション技術を意識的に学  

習するために使用する。  

3．実習記録の役割と意義   

実習記録様式が決定するまでの経過および文献から、  

実習記録の役割と様式を整えることによる学習効果につ  

いて考え、記録の意義を明らかにしてみたい。   

まず、実習記録には3点の役割があると思われる。  

1点目は、実習記録を書くことで記録の役割を認識で  

きるという点である。学生は①～⑦様式の実習記録を書  

き、それぞれにどのような役割があるのか気づく。例え  

ば「患者情報」から全人的援助の大切さに気づき、「プ  

ロセスレコード」から患者とのコミュニケーションを通  

して患者の感情や思考過程を知ることができると気づく  

であろう。また、看護記録の意義一着護の継続。情報  

の共有。看護の質の管理。法的証拠書類。看護教育や研  

究のための資料など6・7）一についても学習できる。実  

習記録は学習の手段として使用するものであり、看護記  

録の意義がそのまま実習記録の意義となるわけではない  

が、実習記録。看護記録。▲カルテなどからそれぞれの記  

録の役割について考えられる。   

2点目は書くことによって「記録する」技術が向上す  

るという点である。看護記録の意義はいろいろと挙げら  

れるが、なかでも看護者が記録を作成する第一の目的は  

情報を伝達することで8）、看護者はもとより患者に関わ  

る多くの医療スタッフが理解できるような記録が求めら  

れる。学生ほ情報伝達の技術を向上させなければならな  

い。「記録する」という行為は思考過程を整理し、言葉  

で表現できてこそ可能になる。学生は繰り返し「記録す  

る」ことで、わかりやすくまとめる技術が向上する。   

3点目は記録を通して振り返り学習をすることができ、  

客観的視点を養っていける点である。実習記録は形とし  

て残るものであるため、学生が実習記録を読み、行動の  

振り返りができれば改めて気づくことも多く、考えをさ  

－14ト   
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臨んだ。しかし記録会議では次々に厳しい意見が出され、  

なかなか決定しなかった。今回の記録様式は時間的な制  

約もある中、ぎりぎりまで検討を重ねて決定したもので  

ある。今後、学生と教員が十分活用し、実習目標を達成  

させたい。  

（「基礎データ項目」（む～⑫）を挙げる時には基礎看護  

実習の段階にある学生が理解できる項目内容であるか精  

選しなくてはならない。教員は、学生の学習段階を考え、  

それに応じた情報収集様式を作成し、効果的な実習に結  

びつけなければならない。   

学生は記録することで記録の役割について学び、「記  

録する」技術を向上させる。また、振り返り学習になる  

ため、客観的な視点を身につけていく。様式を整えるこ  

とは、そのような過程をさらに効果的に行うことにもつ  

ながるのである。   

それでは教員は、これらの学習でどのような学生を育  

てようとしているのだろうか。いいかえれば、看護教育  

における実習記録の意義は、どのようなものだろうか。   

実習で繰り 返し記録し、自らの行動を振り返り学習す  

ることで、学生が自ら学び、自ら成長していける能力を  

養えると思われる。また、考えながら記録すること、客  

観的な視点を持ちながら振り返り学習することを通して、  

学生は判断力を高めていける。すなわち実習記録には、  

自ら学ぶことのできる学生、判断力を持った学生を育て  

るという意義が考えられるのである。  
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3）都留伸子監訳：看護理論家とその業績，p60，医学   

書院，1995  

4）ドロセアE．オレム著，小野寺杜絶訳：オレム看護   

論一看護実践における基本概念，pp414－433，医学   

書院，1997  

5）マージョリー。ゴードン著，輪湖史子監訳：ゴード   

ン博士の看護診断，pp35－36，照林社，1995  

6）井上幸子他編：看護学体系6看護の方法［1］，  

pp48－49，日本看護協会，1996  

7）内藤寿喜子他編：新版看護学全書13 基礎看護学  

［2］，pp77－80，メデカルフレンド社，1997  

8）黒江ゆり子他訳：看護記録をマスターする，p14，   

医学書院，1998  

9）パトリシア ベナ一着，井部俊子他訳：ベナー看護  

論一連人ナースの卓越性とパワーー，p15，医学書院，  

1995  

Ⅱ．まとめ  

実習記録は看護教育において「『記録』の役割につい  

て学ぶ」「帽己録する』技術を向上させる」「振り返り学  

習を行い、客観的視点について学ぶ」という役割がある。  

また実習記録の様式を整えることは、実習記録の役割を  

強化し効果的な実習を行うことにつながり、実習目標の  

達成に寄与する。以上のことから、我々の考える実習記  

録の意義は、自ら学ぶことのできる学生、判断力を持っ  

た学生を育てるという2点である。   

今後、学生は今回作成した記録様式を使い学習をして  

いくので、学生の学習状況、実習目標の達成の様子を細  

かく観察し、調査を行い、検証を行っていきたい。  

おわりに  

近年の看護記録は、経暗記録からPOS。看護診断の  

導入へとめまぐるしく変化している。施設によって記録  

の形態も様々あるなかで、附属病院を持たない本学は、  

次年度以降に82施設（平成10年4月現在の予定数）に学  

生を実習で送り出さなければならない。記録係は様々な  

資料を参考に、どのような実習記録を使用すれば学習効  

果が上がるか検討を重ねて様式案を作成し、記録会議に  
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図2 患者情報  
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（様式3）   

経  過 表   

患者イニシャル  性別（ ）   （ ）歳  学生氏名  

∨∧○⑳×  

1806016041  

1605014040  

1404012039  

1203010038  

100208037  

80106036  

6004035  

九州看護福祉大学   

国3 経過蓑  
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図4 看護過程アセスメント  

一147－   



TheJournalofKyushuUniversityofNurslngandSocialWelfareVol．1No．1Mar．1999  

（様式5）   

看護計画表   

様  担当学生  

／  問題  

／  目標：／ 達成度評価  

計  画   気づいた点  

／ 評価  
口 目標達成  

□ 目標継続  

ロ 目標変更  

□ 目標追加  

九州看護福祉大学   

国5 看護計画表  
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国6 実習日誌  
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